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　■コクヨグループ「NET印刷サー
ビス」駅売店で印刷製品受け取り　
　コクヨグループの子会社ネット
スクウェア㈱は、インターネットか
ら注文した各種印刷物を駅売店（東
京メトロ、東急電鉄）で受け取れる
「NTE印刷サービス」を開始した。
　「NET印刷サービス」は、利用者
が印刷したいデータをアップロード、
必要部数や製本の種類、その他仕様
などを指定。これに基づき、印刷物
を仕上げ、最短１日で指定の駅売店
に完成品を届ける。支払はネット上
で決済。商品を受け取るだけ。駅売
店までの送料は無料。受け取りたい
駅を指定することもできる。ちなみ
に、印刷料金は、A4判モノクロ16
ページのものを100部制作した場合
で、13,900円（概算）。
　■東京社会保険協会「社会保険新
報」をWeb版に！
　東京社会保険協会は、従来、印刷
物として制作していた「社会保険新
報」をWEB版「社会保険新報」に
変更し発行。同協会の説明によると、
日本年金機構が毎月送付する保険料
納入告知書に同封する形で、同新報
を届けてきたが、年金機構の取り扱
いの変更に伴い、同機構を通じての
送付ができなくなったことから、今
回の措置になった、としている。
　郵送費だけで毎月1,000万円以上の
経費が必要で、しかも印刷費が削減
できたことで、大幅な経費ダウンが
できたとしている。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　今回教育委員長を委嘱された松岡です。今ま
では経営革新委員会でお世話になっており、教
育委員会は経験が無く大変荷が重いですが、一
生懸命務めさせていただきますのでよろしくお
願い致します。
　さて就任早々の６月７日に東京の日本印刷会
館で、平成22年度の第１回教育・労務専門委
員会が行われ、参加させていただきました。今
回から専門委員会となり、委員長は東京の大東
印刷工業様の佐竹社長です。佐竹社長とは以前
にある方のご紹介でお会いしてから親しくさ
せていただき、去年印刷寺子屋でもご講演をい
ただきました。MIS（経営情報システム）を自
社開発して、業務情報と経営情報の見える化を
行っています。その中でも特にユニークなのが
「印刷タクシーメーター」という独自のソフト
によって、社員全員が受注物件ごとの利益管理
や時間単価をベースにした製造原価管理がで
きることです。たとえば制作部門の時間単価を
3,000円と仮定すると、30,000円で見積もった
B4のチラシは10時間で行ってトントンですが、
修正や変更があって15時間掛かったら15,000円
の赤字になります。原因はお客様の原稿の出し
方に問題があるのか、営業の入稿方法に問題が
あるのか、制作のスキルが低いのか…。同じよ

うに印刷機械も時間単価を設定して見積り金額
と実際に掛かった時間を比べて、収益の悪い順
に一覧表で出てきます。１時間当たり菊半４色
機 7,000円、菊全４色機が14,000円等と各社の
基準で積算します。全社的に「時間」は「コス
ト」と考えるようになり、人的稼働率を向上さ
せることで社内に有る埋蔵金を掘り起すのです。
佐竹社長は大東印刷工業様を売上対経常利益率
10％以上の高収益企業に変革させた手腕を買わ
れ、今回水上会長から教育委員長に抜擢された
と聞いています。
　私共の会社でも去年の５月からこの時間管理
の手法を取り入れさせていただいた結果、制作
の残業時間が大幅に削減できました。又、営業
手当も売上から粗利益重視に変更した結果、粗
利益率も向上し、前期は減収ですが増益とな
りました。経営者が常に持っている業務改善や
コスト管理への意識を社員にも浸透させ、「全
社員が個人事業主である」という意識を植付け
ることが大切です。特に仕事の入口になる営業
の意識改革が、無茶な安売りを無くし「健全な
印刷産業づくり」への第一歩と思います。今期
の教育委員会は「営業が変われば、会社が変わ
る」をテーマにがんばりますのでご期待くださ
い。よろしくお願い致します。

「営業が変われば、会社が変わる」 
教育委員長　松岡　祐司

業界短信

　㈳日本印刷産業連合会では、平
成21年度の環境関係委員会活動
の研究成果について、下記の「調
査研究報告書」及び「ガイドライ
ン」としてまとめ刊行した。
　1）平成21年度「印刷産業にお
ける出版・商業印刷物のカーボン
フットプリントの算定方法に関す
る調査研究報告書」
　2）平成21年度リサイクル対応
型紙製商品開発促進対策事業「リ
サイクル対応型印刷物の制作及び
普及に関する調査報告書」
　3）平成21年度「出版・商業印
刷物（中間財）」商品種別算定基
準（PCR）「事業者のためのGHG
排出量算定ガイドライン」
　4）印刷業の省エネルギー対策
　平成21年度「印刷産業における
出版・商業印刷物のカーボンフッ
トプリントの算定方法に関する調
査研究報告書」の冒頭で、「平成
21年度の本調査事業は、カーボ
ンフットプリントを取り上げ、出
版・商業印刷物のライフサイクル
における温室効果ガス排出量の算
定方法について調査研究を行って
きた。具体的には、国内外におけ
るカーボンフットプリント制度や

動向に関する調査、モデル工場で
温室効果ガス排出量の算定に必要
なデータの実測・収集、カーボン
フットプリントの算定方法や手続
きについての調査を実施し、成果
物としてガイドラインを策定した。
さらに、本調査を通じて、カーボ
ンフットプリントに対応するため
の課題と提言についても取りまと
めた」としている。また、課題と
提言について、「印刷業界や印刷
機械業界に加えライフサイクルの
川上である原材料を提供する製紙
業界、インキ業界及び製版機材業
界のみならず、ライフサイクルの
川下である出版業界なども含めた
カーボンフットプリントの運用と
普及に関して今後解決すべき課題
と対応すべき方策を示時しており、
今後の印刷関連業界の地球温暖
化対策とこれを通した印刷に関わ
る産業の発展に役立てば幸いであ
る」と記している。
（なお、１）及び３）の事業に関
しては、競輪の補助金を受けて実
施されている。また、上記刊行物
の詳細については、連合会ホーム
ページにPDFにて掲載）。
http://www.jfpi.or.jp

㈳日本印刷産業連合会

「調査研究報告書」及び「ガイドライン」を刊行

　■残暑お見舞い申し上げます。連
日の猛暑に、疲労困憊というところ
ですが、皆様はいかがお過ごしです
か－。“夏は暑いに決まっている”
と一括されながら頑張る毎日です。
■「第１回ポスターグランプリ」の

作品募集がまじかになりました。組
合員の皆さん方の中で、応募対象の
方がお見えでしたら是非お薦めくだ
さい。■中部地区協議会から「分科
会・理事長会報告」を掲載しました。
それぞれの委員会の活動状況が把握
できますので、参考に供していただ
ければ幸いです。

事務局だより



　理事会・支部長会の司会は加藤修専務理事が務め
ました。
　冒頭、挨拶に立った髙井理事長は、初参加の支部
長に感謝の意を表した後、理事会の内容、あり方に
ふれ、「審議事項は皆様にしっかりとしていただく
のですが、理事会に出席したら『良い情報を得た
な！』『出席して良かったな！』という形にして行
きたいと思います」と述べ、今後、理事会をより充
実する意向を表明しました。また、最近、印刷業界
で倒産が散見されることを指摘し、「大変厳しい時
代に入ってきたなということをつくづく感じます」
と厳しい現状認識を示しました。そして倒産の背景
には過剰な安売りがあり、それが結果的に同業者、
発注者にも迷惑をかけることになると指摘した上で、
「価格競争は避け、業態変革で言われている付帯業
務、サービスで売上を伸ばして行くことが大事では
ないかとつくづく思います」と強調しました。挨拶
の最後に、全員が生き残るための「正しい経営」の
必要性を説くとともに、「それには組合運営をしっ
かりやって行かなくてはなりません。皆様のお知恵
をお借りし、やって行きたいと思います」と協力を
要請しました。
　この後、髙井理事長を議長に選任し、議事の審議
に入りました。
　なお、審議に先立ち、加藤専務理事が「本年度の
理事定数38名。出席理事29名で本日の理事会は適正
に成立しています」と報告しました。

　●議事
　1）組合員の加入・脱退
　加入：なし／脱退：２社
　組合員数＝加入累計２、脱退累計３、組合員総数
298（平成22年度期首299）
　2）平成22年度委員会事業の件
　〈組織・官公需委員会〉
　吉川正敏委員長が、「年間の事業計画を作成し、
具体的に動いて行く」という方向性を示した上で、
７月21日に木野瀬吉孝副理事長、加藤専務理事と
ともに県庁に出向き、最低制限価格制度の提案を
すると報告しました。
　また、次回の委員会では各市の入札制度の情報交
換をする予定だと報告しました。
　〈経営革新・環境委員会〉
　細井俊男副理事長（佐藤壽記委員長の代理）が、
第１回ポスターグランプリの進捗状況を報告しまし
た。また、髙井理事長が表明した理事会の充実の一
つの試みとして、本理事会終了後、富士フイルムグ
ラフィックシステムズ㈱より、環境ソリューション
に関する提案を受けるとの報告がありました。６月
14日開催の印刷寺子屋には、三重県印刷工業組合か
らの参加者もある中で、ソーゴー印刷㈱（北海道帯
広市）の高原淳社長が講演したと報告しました。
　〈マーケティング委員会〉
　鬼頭則夫委員長が、今年度セミナーを2回開催す
る方向で準備をしていると報告しました。

　そして、２回目のセミナーについてはテーマを電
子書籍に絞りたい意向を表明しました。
　〈共済・労務委員会〉
　猪飼重太郎委員長が、共済キャンペーンへの協力
を要請するとともに、９月26日実施の「平成22年度
従業員・家族合同レクリエーション大会」、平成22
年度永年勤続優良従業員表彰（表彰日：11月１日／
伝達式：10月29日）、平成22年度後期鉛・有機溶剤
取扱者健康診断（９月頃募集開始）について説明し
ました。
　〈教育委員会〉
　松岡祐司委員長が、平成22年度技能検定実技試
験（７月10・11日、24・25日／会場：㈱桜井グラ
フィックスシステムズ岐阜工場）、学科試験対策
学習会（８月28日／ウインクあいち）、第３回印
刷寺子屋（８月28日／ウインクあいち）について
報告、説明しました。
　各委員会事業の報告、説明を受け、髙井理事長は
「どうか健康な印刷産業、売上対経常利益率５％と
いうことを口すっぱく言っていますが、そのための
経営力アップを目指し、各委員会の皆様方にはどん
どんご指導をお願いしたいと思います」と期待を表
明しました。
　3）各支部の平成22年度活動計画及び報告
　知多、中、東北、東南、東尾張、西三河、西尾、
岡崎、東三河、西、中村、西尾張の各支部長が活動
計画の概要を報告しました。
　支部長の報告を受け、髙井理事長は各支部の活動
に温度差があることから、「活発な支部を参考にし
ていただき、活発な活動をお願いしたいと思いま
す」と要請しました。

　また、「経営者保険（共済事業）に力を入れてほ
しいと、（猪飼）委員長にお願いしてあります。順
次各支部会にお願いに行くと思いますので、よろし
くお願いしたいと思います」と協力を要請しました。
　4）平成22年度地区協上期会議報告
　６月18日開催された地区協・上期会議（石川県会
議）で、経営革新・マーケティング、環境、組織・
共済、教育・労務、取引公正化、理事長会の各分科
会で討議された内容が出席者より報告されました。
　5）愛知県印刷会館建設の件
　建設委員会の白井紘一委員長が、本日の理事会・
支部長会の前に、愛知県印刷協同組合（白井紘一理
事長）が臨時総会を開催し、審議の結果、全員賛成
により、愛知県印刷会館は愛知県印刷協同組合で建
設することに正式決定したと報告しました。
　6）愛知県印刷協同組合加入の件
　白井委員長の報告を受け、愛知県印刷工業組合の
組合員に対し、愛知県印刷協同組合への全員加入に
向けて働きかけをすることが審議され、拍手をもっ
て承認されました。
　7）第１回ポスターグランプリの件
　細井副理事長が進捗状況を報告するとともに、協
力を要請しました。
　9）その他
　理事会等会議開催日程を、加藤専務理事が報告し
ました。
　なお、理事会・支部長会終了後、富士フイルムグ
ラフィックシステムズ㈱より、廃液量を最大40％削
減したサーマルCTPプレート「XP-4」と、課題発
見・解決プログラム「FFGS バリューアップヘキサ
ゴン」の説明が行われました。

－ 4 － － 5 －

●７月期理事会・支部長会

委員会・支部事業の
進捗状況が報告される

髙井理事長が委員会・
支部活動に期待表明

　平成22年度7月期理事会（第４回）・支部長会（第１回）が、７月20
日午後３時30分より、愛知県印刷会館で開催されました。理事会では平
成22年度委員会事業の件として、各委員会の事業の進捗状況と今後の予
定が報告されました。また、支部長会では、各支部の平成22年度活動計
画の概要と活動内容が報告されました。これらの報告を受け、髙井理事
長は各委員会に対して「健康な印刷産業／売上対経常利益率５％」実現
のための指導力の発揮、各支部に対して共済事業への協力を要請すると
ともに、活発な支部活動への期待感を表明しました。 挨拶する髙井理事長



　
〈経営革新・マーケティング委員会〉

　○吉田克也副委員長（石川県工組・常務理事）が報告

　出村 明（石川県工組・副理事長）委員長より、経営
ドックや経営羅針盤などのツールの説明を受け、経営の
安定化を目的とした売上アップ５％をテーマに討議しま
した。討議では、経営計画をつくる意義、必要性につい
ては全員が一致しました。ただし、組合のメニューが豊
富にある中で、さらに追加するという方法もあるけれど
も、すでにあるメニューを有効にフォローする方法もあ
るのではないかという意見が出ました。その際、数字を
意識しないと、経営はうまく行かないということで意見
が一致しました。
　また、潰れない経営をキーワードに討議したのですが、
特に報告したいのは、採算度外視の経営、（無差別に）
いろいろな仕事を受注するのは、経営計画ができていな
いからではないかという意見が出たことです。
　マーケット創造に関しては、電子書籍に絞って討議し
ました。電子書籍については全員が興味をお持ちでした。
ただ、それがすぐに売上、利益につながるということ
ではなく、生き残るために必要である、やらざるを得な
くなるということで、まずは拒否反応を示すのではなく、
電子書籍を使ってみる、真剣に向き合って行こうという
意見が出ました。
　各工組の経営革新・マーケティング委員会の活動につ
いても意見交換しました。それぞれが工夫をして行って

おり、例えば、三重県工組の方が愛知県工組の研修会に
参加するなど、各県工組の範囲を越えた交流をしている
ということは非常に参考になりました。
　最後に出村委員長より、平成22年度印刷業経営動向実
態調査についての協力の要請がありました。

　〈教育・労務委員会〉
　○水谷慎司委員（三重県工組・理事）が報告
　教育・労務委員会が教育・労務専門委員会になった経
緯について、松岡祐司委員長（愛知県工組・理事）から
説明がありました。
　印刷営業士試験の問題が現状に則していないというこ
とで、教育・労務専門委員会の佐竹一郎委員長（大東印
刷工業㈱）の事例を松岡委員長から紹介、推奨していた
だきました。具体的には、各製造工程の所要時間の『見
える化』によって、自社の正確な製造コストを掴む。そ
れで単なる安売りから、きちっとした自社に合った製造
コストを掴んで、それで見積をすることにより、高い利
益率を上げている。そのような事例の説明がありました。
　その成功事例を中部地区協で全体の事業として、広く
皆様に説明をするということで、委員会としては平成22
年度下期会議（愛知県会議）が開催される来年２月18日
の午前中の時間（10時～12時）に佐竹委員長をお招きし
て、説明会、勉強会を開催できれば良いのではないかと
いうことで話がまとまりました。
　それと関連して、営業の責任者、現場の責任者とで協

議をし、どうすれば赤字を出さない、個別的な変化を把
握して、利益を生み出すか。そのようなことを検証する
システムが組めれば良いんじゃないかということで、松
岡委員長から説明を受けました。
　その他については、資格認定試験会場の公平性の問題、
今、問題になっているネット通販の脅威などについて、
委員会として情報交換しました。
　今後、委員会として、情報発信をして行くことが大切
ということで、いろいろな事例等を情報発信して行こう
ということで、最終的にまとまりました。

　〈環境委員会〉
　○山添克也委員長（三重県工組・副理事長）が報告
　環境関連法令としては、グリーン購入法、廃棄物処理
法、PFOS排出規制などがあり、必要に応じて改正され
ています。また、環境関連の各種認定制度があります。
これらの環境関連法令、環境関連の各種認定制度につい
て、どのような内容、仕組みであるのか、もう一度、問
い直してみる必要があるのではないか、詳細を調べる中
で情報交換を行い、そして情報提供して行くことが大切
ではないかという話になりました。
　いずれにしても、環境に対する認識を各県工組、各組
合員の皆様に深く認識していただかなければ、問題解決
にいたりません。
　今、環境問題への対応は、官公庁、あるいは大手企業
で厳しく問われていますが、（中小零細の）印刷業の方

にもそれが波及してきています。ビジネス上で、営業担
当者が顧客から環境問題について質問された時、明確に
回答できるのか、会社が環境問題をクリアしているのか、
把握する必要があります。
　そのためにも環境委員会が、いろいろな環境関連の情
報を収集し、各県工組に提供する。各県工組はその情報
を組合員の皆様に下ろす、周知徹底するという形でやっ
て行こうという話になりました。
　ただ、現状、環境関連法令を知らず、産業廃棄物を一
般廃棄物と同じに扱ったり、あるいは排水をそのまま流
しているなどのケースがたくさんあると思うのです。報
告事項に「環境対応アンケート」の協力についてという
項目があります。実はある工組でアンケートを行った結
果、そのようなケースがあったことから、全印工連全体
でアンケートを実施することになったのです。
　環境問題は今後、印刷業界にとって非常に重要なこと
です。環境委員会しては、環境関連の情報提供、具体的
には各県工組の組合員の皆様が検討できるような資料の
提供、分かりやすい資料の提供を進めて行くことが重要
という結論になりました。

　〈組織・共済委員会〉
　○楠行博委員長（富山県工組・常務理事）が報告
　組織運営委員会と共済事業委員会が一体化し、組織・
共済委員会となりました。
　今年、組織の部分でどのように動くかということです
が、全印工連の方針に沿った中期計画をつくることを踏
まえ、具体的な現状分析、次に組合員の意識調査、そし
て近未来の状況を把握しようと決めました。まず、デジ
タル化はどこまで進んでいるか、後継者問題でどれだけ
後継者がいるのか、業態変革をどれだけやって、どれだ
け理解されているのか。そういうことを具体的に把握し
なければ駄目だろうということです。そして、この中部
地区協が終わった後、お互いメールをし合い、そのよう
な分析をすることを決めました。
　一方、共済制度についてですが、６月１日に東京で、
組織・共済委員会があり、初めて出席しました。そこ
で共済制度のDVDの存在を知りました。今回、分科会
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●中部地区印刷協議会 平成22年度上期会議（石川県会議）

分科会・理事長会報告



でも見たのですが、なかなか良くできています。しか
し、そういうDVDがあるとは知らなかったのです。そし
て、共済制度の決算書で、全国の工組に交付金、配当金
を含め大きな金額が還付されていることも初めて知りま
した。保険は、もともと組合のためにあるわけではなく、
各組合員のためにあり、まず従業員のためにあるわけで
す。そういうことも含め、保険の意味合いをもっと考え
なければいけない。そして（組合員への）プレゼンテー
ションが問題だという話をしました。
　今後については、現状分析をして、組合員の実態を調
べ、各会社ごとのピンポイントで（勧誘を）やるべきで
はないでしょうか。
　それから保険屋さんの気持にもなるべきではないで
しょうか。保険屋さんに全部回ってくださいと言っても、
回るはずがありません。より効率良く回りたいと思うの
が普通でしょう。そのため、（保険屋さんが）どこを回
り、どういうふうにするかというのは、我々の委員会と
打ち合わせをしながらピンポイントでやるべきだという
ことで結論付けました。
　今後、（組合員に）どのようにプレゼンテーションす
るかについては、お互いにメールし合って、まとめて行
こうということで今回の討議を終わりました。

　〈取引公正化委員会〉
　○鈴木岳志委員長（岐阜県工組・理事）が報告
　最低制限価格制度について、47都道府県中、現在11工
組が導入を果たしました。それは岐阜県工組の試行導入
も含めてです。
　最低制限価格制度の導入は、都市部でもそうなのです
が、特に地方において組合員にとって必要を強く感じて
いる、そういう制度ではないかという意見が出ています。
また、すでに導入を果たしている工組において、最低制
限価格制度の導入の対象をどのように広げて行くか。県
から市町村、それから関連団体に広げて行くことが必要、
大切になっています。
　そして、掛け率を行政側と、どのように交渉し、見直
して行くのか。この点についても意見が出ました。
　これから最低制限価格制度について検討する、もしく
は最低制限価格制度の導入を行政側に働きかけようとし

ている工組への応援、アドバイスをするという意味で、
全国共通の「こうすれば良い」というようなマニュアル
はないのですが、最低制限価格制度の問題で成果を上げ
ている工組の中で参考になる事例、ケーススタディをど
のようにアレンジし、参考にして行くべきなのか。その
ような対応策を積み重ねて行くことが非常に有効なので
はないかという意見が出ました。
　官公需対策協議会の全国協議会の進め方、内容につい
ての意見として、最低制限価格制度、掛け率も含めて非
常に成果を上げている宮城県工組の今野敦之理事長の話
をぜひ聞いてみたいという意見が出ました。また、岐阜
県工組は非常に短期間で成果を上げたということで、四
橋理事長を迎え、硬軟両方の勉強をして行きたいという
意見も出ました。
　もう一つ大切な点は、地元印刷会社への優先発注につ
いてです。不況期においてこそ、本店、本社、生産能力
のある地元への配慮が必要であることから、県サイド、
自治体としても取り組みやすいのではないかという重要
な意見が出ました。
　著作権問題についてですが、いわゆるPDF等の二次利
用が現状、まったく中国と同じではないかという意見が
出ました。ぜひとも全印工連として、組織的に取り組ん
でもらいたいという意見が出ました。

　〈理事長会〉
　○塚本征也（三重県工組・理事長）が報告
　全印工連からの報告事項に関して、全印工連の組織が
変わったけれども、地区協、あるいは各工組はどういう
対応で事業をして行けば良いかという質問が出ました。
経営革新・マーケティング、環境、組織・共済の三本柱
がメインですが、他の部分は各地区協、各工組の事情で
取り上げられた問題等でやっていただいても良いという
ことでした。
　岐阜の全国大会（2010全日本印刷文化典in岐阜）の件
ですが、四橋会長から今、しっかり準備をしており、当
日は岐阜県工組は縁の下の力持ちで頑張りたいという話
がありました。
　アンケートで得られた地区協会議討議課題ですが、富
山県工組の方より各委員会の中期事業計画立案が提案さ

れました。「単年で、毎年同じ繰り返しのテーマや１年
毎に寸断されたテーマの繰り返しではなく、３年スタン
スで、計画立案し、時系列で検証していきたい」という
内容です。地区協の事業が１年１年で、跡切れ跡切れに
なってはいけないので、そういうことも今後、配慮して
いただきたいという意見です。
　今後の地区協の予定ですが、22年度下期会議（愛知県
会議）は23年２月18日、名古屋のキャッスルプラザで、
23年度上期会議は、６月17日に岐阜グランドホテルで開
催予定という報告がありました。
　その他では、愛知県工組の環境保護をテーマとしたポ
スター展（第１回ポスターグランプリ／９月28日～10月
３日）、富山県で開催されているポスターのビエンナー
レに関して、情報交換しました。
　官公需問題については、金沢市では130万円以上は最低
制限価格を設定するということを含め、各地の情報交換
をしました。
　三重県工組は独自に研修会等を開催できないのが現状
です。先般来、愛知県工組の髙井理事長から「よかった
ら三重県工組も参加を」という許可をいただいています。
今後、愛知県工組の研修会等に三重県工組からも参加さ
せていただくといくことで、三重県工組は大変助かって
いますという報告をしました。
　技能検定について、各県工組の状況、問題点等の報告
があり、今後どのように進めて行くか意見交換しました。
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 技能検定　オフセット印刷作業
 学科試験対策学科学習会
ところ ウィンクあいち
 1級「1110会議室」2級「1109会議室」
※参加費 5,250円　※定員調整中
事業・行事 第３回 印刷寺子屋「印刷作業合
 理化のための必殺技を伝授します」
ところ ウィンクあいち「1109会議室」
 講師：成田祐司氏
 （㈱ミツモリ取締役）
※締め切りました。
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会
 木曽上松「赤沢自然休養林」
 ウォーキング（日帰りバス旅行）
参加費　大人1人 3,000円　子供1人 2,000円
※座席と昼食が不要な幼児は無料です。※定員240名
事業・行事 第１回 ポスターグランプリ
 入賞・入選作品展
ところ 電気文化会館 ５階西ギャラリー
※作品応募期間8月23日～9月3日（詳細について
は、愛知県印刷工業組合ホームページをご覧ください。）
※入賞・入選者表彰式：１０月３日㈰　10:30から
事業・行事 平成22年度
 永年勤続優良従業員表彰伝達式
ところ 愛知県印刷会館　３階　会議室
会長及び理事長表彰（10年以上表彰）
県知事表彰（15年表彰）

８月28日㈯
13：30～
　　 16:30

８月28日㈯
17：30～
　　 19:00

９月26日㈰

９月28日㈫
　　～
10月３日㈰

10月29日㈮
11：00～
　　 12:00

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 ㈳日本印刷学会セミナー
 平成22年度　中級・上級向け印刷
 技術セミナー「印刷の標準化 Japan
 Color認証取得に向けて」
ところ ウィンクあいち 「1101会議室」
参加費：7,000円（会員）、9,000円（非会員）
※３人以上参加の企業は一人6,000円
事業・行事 2010全日本印刷文化典in岐阜
ところ 岐阜市　岐阜グランドホテル
全印工連・岐阜県印刷工業組合ホームページ
をご参照ください

８月28日㈯
13：15～
　　 16:55

10月15日㈮

　～16日㈯

経営革新・マーケティング
吉田  克也氏

取引公正化
鈴木  岳志氏

理事長会
塚本  征也氏

教育・労務
水谷  慎司氏

組織・共済
楠  行博氏

環境
山添  克也氏



　㈱小森コーポレーション名古屋支店は、７月10日午前

９時30分より、名古屋駅前の「ウインクあいち」（愛知

県産業労働センター）で、「印刷機予防保全セミナー」

を開催した。協賛は愛知県印刷工業組合。142名の参加

者があった。

　冒頭、セミナーの司会を務めた同社名古屋支店営業一

課の三浦昭彦課長は「いまオフセット印刷機の技術者の

方が一堂に集まる機会はななかなかないと思いますが、

このように大勢の方に集まっていただきました。私ど

も機械メーカーとして非常に心強く思いますし、またこ

のセミナーを意義あるものにしたいと思っています」と

述べた。続いて、協賛の愛印工組を代表して教育委員会

の安田博信委員が挨拶に立ち、参加者に謝意を表した後、

「マラソン大会に出るために講習に行ってきました」と

前置きして次のように述べた。「マラソンは長距離を走

るものですから、少しのブレが長く続くと体にダメージ

を与えたり、完走できません。これは印刷の仕事にもあ

てはまります。印刷機の保全に少しの手抜きがあり、そ

れが長く続くと、時間の経過とともに機械の調子が悪く

なります。今回、このような機会を与えていただいた小

森さんに感謝しながら、皆様にはもう一度基本に戻って

いただき、今日勉強したことを職場に持ち帰って実行し

ていただければと思います」。

　この後、同社予防保全チーフアドバイザーの川名茂樹

氏が「印刷現場の予防保全／その事例と改善のポイン

ト」をテーマに講演した。

　講演の冒頭、川名氏は、現在の印刷業界の厳しい現状

を数値面（印刷事業所数、印刷単価、営業利益率など）

で紹介。その上で売上ダウン圧力とコストアップ圧力

が強まる中で、「印刷現場の改善が、コストダウンを生

み、利益アップを生み出す」と指摘し、「この改善手法

を『印刷現場の予防保全』という」と強調した。

　そして、印刷現場の予防保全の目的は「突発故障をな

くす」「マシンライフを伸ばす」「品質向上・生産性向

上／利益を上げる」の３つにあると説き、印刷機械は

「大きな精密機械」だからこそ、「機械精度が印刷品質

と生産を決定づける」ので「予防保全を」と訴えた。そ

の予防保全の手段としては、設備５Ｓ、印刷機械性能の

最低ラインを維持するための簡易予防保全チェックシー

トなどの活用を提唱した。

　さらに印刷現場の予防保全の成功例と失敗例を挙げな

がら、その背景、理由を説明した上で、「予防保全の三

人四脚」（経営者・管理者は時間とお金を投資／現場オ

ペレータは保全と改善活動／小森コーポレーションは性

能保証とサポート）を紹介した。

　講演の最後に「予防保全活動は、機械があるかぎり続

く、現場活動である」と定義づけし、成功事例20社の改

善データを紹介した上で、「印刷企業の平均的営業利益

率は2.0％、勇気を出して踏み出そう！」と参加者を鼓舞

した。
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印刷機予防保全セミナー
印刷現場の改善がコストダウン、利益アップを図る

㈱小森コーポレーション：主催、愛知県印刷工業組合：協賛／
「印刷機予防保全セミナー」開催

講演する川名茂樹氏（左）
142名が参加した
「印刷機予防保全セミナー」

簡易予防保全チェックシート判定基準（枚葉）簡易予防保全チェックシート（枚葉）

印刷現場の５Sチェックシート



　毎年恒例の｢従業員・家族合同レクリエーショ
ン大会｣は、木曽上松の「赤沢自然休養林」で、
ウォーキングを楽しみます。
　この赤沢自然休養林は、信州木曽路の西部に位置
し、樹齢300年を超える木曽ヒノキの天然林で構成
されています。開園から30数年、昭和57年には、第
１回の森林浴大会が開かれています。また、平成17
年には環境省からかおり風景100選の選定を受けて
います。さらに、園内には木曽の山林で活躍した森
林鉄道が保存され、森林鉄道記念館には、当時運行
されていた機関車や客車が展示されています。また、
開園期間中は森林鉄道が運行されます。その昔、森

林の中を走った情景を、天然林の中で気軽に体験す
ることができます。
　■参加費：大人1人3,000円、子供1人2,000円（バ
スの座席と昼食が不要な幼児は無料です）

　全日本印刷工業組合連合会・MUD推進プロジェクトが主催する「第４回
メディア・ユニバーサルデザインコンペティション」の審査会が６月15日
日本印刷会館で行われ、20点の入賞作品が決定しました。最優秀賞には㈱
ケーエスアイ（大阪府、一般の部）と広告デザイン専門学校（愛知県、学
生の部）が選ばれた。

　㈳日本印刷産業連合会は毎年9月を「印刷の月」
と定め、印刷産業を広くアピールしています。これ
にちなみ、9月18日㈬午後3時より東京千代田区の
ホテルニューオータニにおいて、記念式典を開催し
ます。式典では、日印産連表彰式（印刷功労賞、印
刷振興賞、特別賞）、印刷産業環境優良工場表彰式
の他、記念講演、懇親会などが開催されます。

　 最 優 秀 賞

にかがやいた
ケーエスアイ
の「MUD大阪
アラっ？カル
タ」は、大阪の魅力を伝える４ヵ国語表記の斬新なカル
タ。切り口の面白さと緻密な作りが高く評価されました。
　広告デザイン専門学校の「UD封筒」は、封筒に自然
なラインが入っており、宛名を曲がらずに書くことがで
きる。デザイン的な美しさが評価されました。
　今回は、一般から162点、学生から53点の計215点の応
募があり、最優秀賞２点、優秀賞６点、佳作12点が選ば
れました。（入賞作品は7月22日～24日までパシフィコ
横浜で開催されたPRIMEDEX2010の全印工連ブースで
展示されました）。
　▼最優秀賞　一般の部／㈱ケーエスアイ（大阪府）木
村昌三氏「MUD大阪アラっ？カルタ」、学生の部／広告
デザイン専門学校（愛知県）飛田誠氏「UD封筒」

－ 12 － － 13 －

　愛知県印刷工業組合（髙井昭弘理事長）では、
COP10の開催に協賛して、環境保護をテーマに
した「第１回ポスターグランプリ」の作品募集
を開始します。ポスターグランプリは、「将来
のグラフィックデザイン業界を担う学生・生徒
がその能力を伸ばす場」とするとともに、「若
い感性による印刷産業界とデザイン関連業界の
発展に寄与したい」との主旨・目的で開催され
るものです。
　【作品規定】
　対象／ポスター
　テーマ／環境保護（Human life is also one ＝ 
人間もまた一つの命）
　応募資格／個人を対象。愛知県内在住、また
は県内の大学（大学院、短期大学を含む）、専
門学校、高等学校（高等専門学校を含む）に在
籍される方なら、資格に制限はありません。
　応募部門／大学生・専門学校生の部、高校生
の部。
　応募作品／未発表の作品であれば、一人何点
でも可（但し、シリーズ物は除く）。素材･表
現は自由。作品はB２判、縦型パネル仕立て。
　出品料／無料。
　提出／作品は手描き又は電子媒体によるもの
とし、入賞入選作品についてはデータの提出を
お願いすることがあります。各作品ごとに、応
募用紙に作品のコンセプト等必要事項を記入し、
作品の裏面に貼り付けて提出して下さい。
　応募先・問合せ先／愛知県印刷工業組合内ポ
スターグランプリ係（〒461-0001名古屋市東区
泉1-20-12　TEL052-962-5771）
e-mail：jimukyoku@ai-in-ko.or.jp
　応募期間／８月23日㈪～９月３日㈮。９月３
日当日消印有効。
　【審査委員】
　委員長：高北幸矢（名古屋造形大学学長、グ

ラフィックデザイナー）
　副委員長：新家春二（グラフィックデザイナ
ー）、今尾泰三（愛知県立芸術大学准教授、グ
ラフィックデザイナー）、大西甫（名古屋総合
デザイン専門学校校長、グラフィックデザイナ
ー）、落合紀文（名古屋芸術大学教授、グラフ
ィックデザイナー）、森旬子（名古屋市立大学
大学院芸術工学研究科准教授、グラフィックデ
ザイナー）、森本健（名古屋学芸大学教授、中
部デザイン団体協議会事務局長）、髙井昭弘
（愛知県印刷工業組合理事長）
　【発表】
　入賞入選者本人及び学校に連絡。愛知県印刷
工業組合ホームページに掲載。愛知県印刷工業
組合機関誌「あいちの印刷10月号」に掲載。
　入賞入選作品は、愛知県印刷工業組合「第１
回ポスターグランプリ展」で展示します。
　【表彰式】　　
　10月３日㈰　10時30分からポスターグランプ
リ展会場で表彰式を行います。
　【授与賞】　　
　グランプリ（10万円）１名。
　優秀賞各部門（２万円）３名以内。
　特別賞（中部経済産業局長賞、愛知県知事賞、
名古屋市長賞 他）。
　入賞入選作品集を作成し、入賞入選者及び学
校に送付。副賞として入賞入選者全員に、応募
作品のポストカード100枚を贈呈。

　【第１回ポスターグランプリ展】
　会期／９月28日㈫～10月３日㈰
　午前10時～午後５時（最終日は、午後４時ま
で）
　会場／電気文化会館５階西ギャラリー
　名古屋市中区栄２-２-５（地下鉄伏見駅下車、
広小路通を東へ徒歩２分）。

■愛知県印刷工業組合■みんなで参加しよう！
「従業員・家族合同レクリエーション大会」

開催日：９月26日㈰

赤沢自然休養林は森林浴発祥の地
森林浴の宝庫でウォーキングを楽しみ、
明日の英気を養いましょう

全日本印刷工業組合連合会・MUD推進プロジェクト

学生の部／最優秀賞に広告デザイン専門学校（愛知県）

第４回MUDコンペティション

応募期間：８月23日㈪～９月３日㈮

■お知らせ
日印産連「2010 ９月印刷の月」開催

【一般の部最優秀賞】
「MUD大阪アラっ？カルタ」

【学生の部最優秀賞】「UD封筒」
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　■コクヨグループ「NET印刷サー
ビス」駅売店で印刷製品受け取り　
　コクヨグループの子会社ネット
スクウェア㈱は、インターネットか
ら注文した各種印刷物を駅売店（東
京メトロ、東急電鉄）で受け取れる
「NTE印刷サービス」を開始した。
　「NET印刷サービス」は、利用者
が印刷したいデータをアップロード、
必要部数や製本の種類、その他仕様
などを指定。これに基づき、印刷物
を仕上げ、最短１日で指定の駅売店
に完成品を届ける。支払はネット上
で決済。商品を受け取るだけ。駅売
店までの送料は無料。受け取りたい
駅を指定することもできる。ちなみ
に、印刷料金は、A4判モノクロ16
ページのものを100部制作した場合
で、13,900円（概算）。
　■東京社会保険協会「社会保険新
報」をWeb版に！
　東京社会保険協会は、従来、印刷
物として制作していた「社会保険新
報」をWEB版「社会保険新報」に
変更し発行。同協会の説明によると、
日本年金機構が毎月送付する保険料
納入告知書に同封する形で、同新報
を届けてきたが、年金機構の取り扱
いの変更に伴い、同機構を通じての
送付ができなくなったことから、今
回の措置になった、としている。
　郵送費だけで毎月1,000万円以上の
経費が必要で、しかも印刷費が削減
できたことで、大幅な経費ダウンが
できたとしている。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　今回教育委員長を委嘱された松岡です。今ま
では経営革新委員会でお世話になっており、教
育委員会は経験が無く大変荷が重いですが、一
生懸命務めさせていただきますのでよろしくお
願い致します。
　さて就任早々の６月７日に東京の日本印刷会
館で、平成22年度の第１回教育・労務専門委
員会が行われ、参加させていただきました。今
回から専門委員会となり、委員長は東京の大東
印刷工業様の佐竹社長です。佐竹社長とは以前
にある方のご紹介でお会いしてから親しくさ
せていただき、去年印刷寺子屋でもご講演をい
ただきました。MIS（経営情報システム）を自
社開発して、業務情報と経営情報の見える化を
行っています。その中でも特にユニークなのが
「印刷タクシーメーター」という独自のソフト
によって、社員全員が受注物件ごとの利益管理
や時間単価をベースにした製造原価管理がで
きることです。たとえば制作部門の時間単価を
3,000円と仮定すると、30,000円で見積もった
B4のチラシは10時間で行ってトントンですが、
修正や変更があって15時間掛かったら15,000円
の赤字になります。原因はお客様の原稿の出し
方に問題があるのか、営業の入稿方法に問題が
あるのか、制作のスキルが低いのか…。同じよ

うに印刷機械も時間単価を設定して見積り金額
と実際に掛かった時間を比べて、収益の悪い順
に一覧表で出てきます。１時間当たり菊半４色
機 7,000円、菊全４色機が14,000円等と各社の
基準で積算します。全社的に「時間」は「コス
ト」と考えるようになり、人的稼働率を向上さ
せることで社内に有る埋蔵金を掘り起すのです。
佐竹社長は大東印刷工業様を売上対経常利益率
10％以上の高収益企業に変革させた手腕を買わ
れ、今回水上会長から教育委員長に抜擢された
と聞いています。
　私共の会社でも去年の５月からこの時間管理
の手法を取り入れさせていただいた結果、制作
の残業時間が大幅に削減できました。又、営業
手当も売上から粗利益重視に変更した結果、粗
利益率も向上し、前期は減収ですが増益とな
りました。経営者が常に持っている業務改善や
コスト管理への意識を社員にも浸透させ、「全
社員が個人事業主である」という意識を植付け
ることが大切です。特に仕事の入口になる営業
の意識改革が、無茶な安売りを無くし「健全な
印刷産業づくり」への第一歩と思います。今期
の教育委員会は「営業が変われば、会社が変わ
る」をテーマにがんばりますのでご期待くださ
い。よろしくお願い致します。

「営業が変われば、会社が変わる」 
教育委員長　松岡　祐司

業界短信

　㈳日本印刷産業連合会では、平
成21年度の環境関係委員会活動
の研究成果について、下記の「調
査研究報告書」及び「ガイドライ
ン」としてまとめ刊行した。
　1）平成21年度「印刷産業にお
ける出版・商業印刷物のカーボン
フットプリントの算定方法に関す
る調査研究報告書」
　2）平成21年度リサイクル対応
型紙製商品開発促進対策事業「リ
サイクル対応型印刷物の制作及び
普及に関する調査報告書」
　3）平成21年度「出版・商業印
刷物（中間財）」商品種別算定基
準（PCR）「事業者のためのGHG
排出量算定ガイドライン」
　4）印刷業の省エネルギー対策
　平成21年度「印刷産業における
出版・商業印刷物のカーボンフッ
トプリントの算定方法に関する調
査研究報告書」の冒頭で、「平成
21年度の本調査事業は、カーボ
ンフットプリントを取り上げ、出
版・商業印刷物のライフサイクル
における温室効果ガス排出量の算
定方法について調査研究を行って
きた。具体的には、国内外におけ
るカーボンフットプリント制度や

動向に関する調査、モデル工場で
温室効果ガス排出量の算定に必要
なデータの実測・収集、カーボン
フットプリントの算定方法や手続
きについての調査を実施し、成果
物としてガイドラインを策定した。
さらに、本調査を通じて、カーボ
ンフットプリントに対応するため
の課題と提言についても取りまと
めた」としている。また、課題と
提言について、「印刷業界や印刷
機械業界に加えライフサイクルの
川上である原材料を提供する製紙
業界、インキ業界及び製版機材業
界のみならず、ライフサイクルの
川下である出版業界なども含めた
カーボンフットプリントの運用と
普及に関して今後解決すべき課題
と対応すべき方策を示時しており、
今後の印刷関連業界の地球温暖
化対策とこれを通した印刷に関わ
る産業の発展に役立てば幸いであ
る」と記している。
（なお、１）及び３）の事業に関
しては、競輪の補助金を受けて実
施されている。また、上記刊行物
の詳細については、連合会ホーム
ページにPDFにて掲載）。
http://www.jfpi.or.jp

㈳日本印刷産業連合会

「調査研究報告書」及び「ガイドライン」を刊行

　■残暑お見舞い申し上げます。連
日の猛暑に、疲労困憊というところ
ですが、皆様はいかがお過ごしです
か－。“夏は暑いに決まっている”
と一括されながら頑張る毎日です。
■「第１回ポスターグランプリ」の

作品募集がまじかになりました。組
合員の皆さん方の中で、応募対象の
方がお見えでしたら是非お薦めくだ
さい。■中部地区協議会から「分科
会・理事長会報告」を掲載しました。
それぞれの委員会の活動状況が把握
できますので、参考に供していただ
ければ幸いです。

事務局だより
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